
　今年はゲスト講師として千葉大学教育学部の三森寧子准教授による講演会をしていただ

きました。

　どうすれば健康で幸せに生きられるのかは子どもの頃からの人生経験が重要であり、今、

子どもたちを取り巻く健康に関する課題が多様化・複雑化していることや、健康の定義で

ある「well-being」と現代の子どもたちとの関係性、子どもたちが健やかに成長できるよ

りよい場所や空間づくりの重要性などを教えていただきました。

　また、子どもの健康・発達を支える地域の役割と地域社会の現状、学校を核とした地域

のヘルスプロモーションの推進や、健康のための社会的ネットワークと地域活動の強化を

図ることの大切さ、そして何より子どもたちだけでなく地域全員が「みんなこのまちが好

き」と言えるようになるために、ＰＴＡや地域は何ができるかを横浜市のある地域をモデ

ルにお話ししていただきました。

子どものために大人にできること

●子どもたちの「well-being」のための空間（場所）、ソーシャルキャピタル（つながり）、

　サービス、仕組み（政策）の整備。

●子どもたちを守り育てる「家庭」「学校」「地域」の連携。

●子どもたちだけでなく保護者自身の「well-being」も大事にし、すべての人にとっての

　「well-being」を実現する地域づくりのために環境づくりと行動化が重要。

子どもの健康と
発達を支える地域の力


